
【目的】 科学技術・学術分野における男女共同参画を推進するた

め、進路の選択を行う女子中高生を対象に、理工系分野の女性研
究者や技術者との交流会など、リケジョの未来を考える啓発事業
を実施することにより、次代を担う女性の科学技術人材を育成す
る。
【目標】参加者満足度 90%以上

【実績】80.4％（ふつうを含めると91.3％）

未来をつくるリケジョフェスタinかがわ開催事業 【香川県】

科学技術・学術は、将来にわたる発展のための基盤であり、少
子高齢化が進展する中で経済・社会の持続可能な発展のために
も、男女がともにその能力を最大限に発揮し、活躍することが重要
である。

研究者に占める女性の割合は低く、大学（学部）の学生に占める
女性の割合も理工系学部は低い状況である。

県の職業別求人・求職状況を見ると、特に「開発技術者」や「建
築・土木技術者」の人手不足が顕著な状況であり、研究・技術職
に進む女性の増大に向けて、次代を担う人材を育成していくため
にも、女子中高生、保護者等における理工系の進路選択や職業
に対する興味や理解を向上させる必要がある。

地域の実情と課題

国立大学法人香川大学
香川労働局
経済団体など

連携団体

今後、参加者の満足度向上のほか、本事業の出口戦略である
理工系分野への進路選択後の本県における人材定着及びオール
香川で女子中高生の進路キャリア選択を支える体制の構築づくり
が必要である。（前期課題を踏まえ、Ｒ５年度において「女子中高
生の理系選択プログラム」を実施予定（国立研究開発法人化学技
術振興機構採択事業。）

今後の課題

事業後のアンケートでは、約８割以上の参加者が「満足した」と回
答しており、参加者が理工系分野への興味を持つきっかけ作りが
できた。特に、ロールモデル（理工系分野の女性研究者や技術者）
との交流をによって、より具体的に理工系分野への進路選択や職
業への理解を考えるきっかけ作りができた。

事業の効果

目的・目標

本県における理工系人材の裾野の拡大を図るため、人口構成に
比して理工系の進路選択や就業割合が低い女性に焦点を当て、
進路選択の時期を迎える女子中高生を対象に、理工系の進路選
択や職業に対する興味や理解を深めるきっかけ作りを行う。

事業の特徴

総事業費 1,899 千円

交付金額 949 千円

事業番号 1



事業の概要

進路選択を行う女子中高生を対象に、理工系分野の女性研究者や

技術者との交流など、リケジョの未来を考える啓発事業を実施する

ことにより、次代を担う女性の科学技術人材を育成することを目的

として実施した。

①日 時 令和４年８月21日（日）10：00～16：00

②会 場 Web開催

③参加者 女子中高生 69名

④内容等 県内、県外及び海外で活躍している女性研究者等

（ ロールモデル）との交流会

【同時開催】

リケジョカフェ（先輩リケジョとのフリートークコーナー）

ロールモデル分野以外のリケジョのインタビューパネルの設置
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